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（２） 【下水道事業】

① 経営戦略の見直し（素案）について
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資料２-１

② 下水道ビジョンについて
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①経営戦略の見直し（素案）について

【１】素案の概要

１．経営戦略策定及び改定の趣旨

２．事業の概要

３．経営指標による現状分析

４．将来の事業環境

５．経営の基本方針

６．投資・財政計画（収支計画）

７．経費回収率の向上に向けたロードマップ

８．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

【２】今後のスケジュール

２．今後のスケジュール



１．経営戦略策定及び改定の趣旨

（１）経営戦略策定及び改定の趣旨
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■ 改定の趣旨等についての記載しました。
策定から３年が経過し、見直し時期が到来
新型コロナウイルス蔓延、物価の高騰
ストックマネジメント計画の見直し、第９次安城市総合計画の策定
総務省通知からより質の高い経営戦略策定の求め

→ 最新の情勢変化に合わせて投資・財政計画の見直しを行うとと
もに、より実効性のある内容とするため本経営戦略の改定を行う

（２）計画期間

素案 P.1

Ｒ3 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５

当初計画（１０年間）
対象年度：Ｒ３～１２年度

改定計画（１０年間）
対象年度：Ｒ６～１５年度

【１】素案の概要



２．事業の概要

事業の現状
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■ 数値を最新のデータに置き換えました。

素案 P.2-9

３．経営指標による現状分析

（１）下水道事業全体の現状分析

素案 P.10-16

■ 指標のグラフ・説明を最新のデータに修正しました。

※比較対象の他団体の指標が公表前であるため、分析は仮の状態です。
３月上旬に全国の数値が公表される予定であるため、公表後に修正を行う予定です。



４．将来の事業環境

（１）人口の予測、（２）有収水量の予測
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処理区域内人口は、令和１０年度をピークに減少
接続人口は、令和２０年度をピークに減少
有収水量は、令和１５年度まで増加後、緩やかに減少

素案 P.18-19

令和６年度
（２０２４年）
【計画初年度】

令和１５年度
（２０３３年）

【計画最終年度】

令和３５年度
（２０５３年）
【長期予測】

処理区域内

人口
160,885人

162,697人

（Ｒ６から1.1％増加）

155,794人

（Ｒ６から3.2％減少）

接続人口 148,643人
156,135人

（Ｒ６から5.0％増加）

153,429人

（Ｒ６から3.2％増加）

有収水量 15,476千ｍ3
16,116千ｍ3

（Ｒ６から4.1％増加）

15,529千ｍ3

（Ｒ６から0.3％増加）

■ 第９次安城市総合計画（R6.4施行）の人口推計を反映して
各数値を修正しました。



４．将来の事業環境

（３）使用料収入の予測
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【使用料改定案】

 「段階的改定」について

・３段階で実施。１段階目は令和７年度

・改定の間隔は３年間程度
 「基本使用料」について
・１段階目の改定は、基本使用料の増額による経営安定化を実施
・450円から700円/１か月（税抜）へ改定

 「従量使用料」について
・２段階目以降の改定においては、基本使用料の更なる改定に加
え、従量使用料の改定を実施

素案 P.20-22

■ 使用料改定案について記載し、改定案に基づく予測を行いま
した。

これまでの審議会資料では金額
は基本的に（２か月・税抜）でご
説明してきましたが、よりイメー
ジしやすいよう、（１か月・税抜）
としました。

これまでの審議会資料では金額
は基本的に（２か月・税抜）でご
説明してきましたが、よりイメー
ジしやすいよう、（１か月・税抜）
としました。



４．将来の事業環境

（３）使用料収入の予測
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素案 P.23

 現行体系では、微増で推移の予測

 使用料改定案では、令和７年度の改定（１段階）、令和１０年度
の改定（２段階）、令和１３年度の改定（３段階）で段階的に増収
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４．将来の事業環境

（４）一般会計繰入金の予測
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素案 P.24

■ 使用料改定案を反映した繰入金の予測を行いました。
 収益的収支
令和７年度以降、段階的に使用料改定を行うことで、基準外
繰入金が減少する見込み
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 資本的収支

料金改定による繰入金の変動ないが、令和７年度の面整備
事業完了に伴い基準外繰入金が減少していく見込み

現行体系： 基準内繰入金 基準外繰入金

改定案反映： 基準内繰入金 基準外繰入金



５．経営の基本方針

経営方針
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 維持管理の効率化
• 公民連携による取組の検討を進める
• 下水道施設の修繕・改築における費用の低減や平準化を図る
• 広域化・共同化の取組を進める

 財源の適正化
• 接続率向上などによる使用料収入の確保
• 資産の活用などによる独自財源の確保
• 適正な下水道使用料設定の検討を行う

素案 P.26

下水道サービスの安定的な継続のため、以下の２つの基本方針
を定めました。

現行（改定前）計画の
基本方針を継承

現行（改定前）計画の
基本方針を継承



６．投資・財政計画（収支計画）

（１）策定にあたっての説明

１）投資についての説明
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■ 計画期間における投資の目標を設定しました。

【投資の目標】
• 令和７年度末までに下水道整備を完了

• 改築・更新費用の低減及び平準化

• 重要な幹線や緊急輸送路等の下水道施設は令和９年度まで
に耐震化

• 令和９年度までに農集を公共へ接続し処理場を廃止

→目標に沿って、各工事費、事業費等の見込み額を計上

素案 P.27



６．投資・財政計画（収支計画）

（１）策定にあたっての説明

２）その他の経費についての説明
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→職員給与費、動力費、修繕費、委託料等の費用について、これ
までの実績や物価上昇等を考慮し、見込額を計上

素案 P.28-29

３）財源ついての説明

■ 計画期間における財源の目標を設定しました。

【財源の目標】
• 使用料の段階的な改定により経費回収率の向上

• 一般会計からの基準外繰入金の解消

• 期間後も少なくとも５年に１回は改定の必要性を検証

→使用料、一般会計繰入金について、使用料改定案を反映



６．投資・財政計画（収支計画）

（２）投資・財政計画
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【収益的収支】
→ 令和７年度以降、段階的に使用料改定を行うことで繰入金が
減少していく見込み

素案 P.30



６．投資・財政計画（収支計画）

（２）投資・財政計画
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素案 P.31

【資本的収支】
→ 令和７年度の面整備事業完了に伴い基準外繰入金が減少
していく見込み



６．投資・財政計画（収支計画）

（２）投資・財政計画
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【収支計画（一覧表）】

→公共、特環、農集のセグメント別に作成しました

素案 P.32-47
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素案 P.48-49

・ストックマネジメント計画の精度向上

６．投資・財政計画（収支計画）

（３）投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の
取組の概要

２）その他の経費についての考え方

・公民連携の可能性、近隣市との事務の共同化等について検討

１）投資についての考え方

■ 今後の取組等について記載しました。

３）財源についての考え方

・効果的な接続促進の研究

・下水道施設の広告媒体としての活用の検討

・２段階目以降の使用料改定について使用料体系の検討



７．経費回収率の向上に向けたロードマップ
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維持管理の効率化のため、公民連携、ストックマネジメント、広域化・共同化
などの取組を継続的に進める

使用料の改定については、計画期間内で３段階で実施

そのための検討・準備、経営戦略改定などを実施

素案 P.50

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３ Ｒ１４ Ｒ１５

計画期間
開始 中間 最終

公民連携

ストックマネジメント

広域化・共同化

使用料検討・準備

経営戦略改定 ● ● ● ●

使用料改定

(平均改定率
※37

)
●

●
(約20%)

●
(約11%)

経費回収率 65% 90% 100%

■ 国土交通省事務連絡により、経営戦略にロードマップを記載
することが交付金の要件とされたことから、事務連絡に基づき
記載を行いました。



８．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項
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 ＰＤＣＡサイクル（計画→実施→検証→改善）に基づき、毎年度、

計画の進捗状況を把握

 経営比較分析表の経営指標などにより、目指すべき方向性につ

いて検証

 ３年から５年を目安に見直しを実施

 これらの経営情報については、広報あんじょうや市公式ウェブサ

イトなどで広く公表

素案 P.51



【２】今後のスケジュール
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日 程 内 容

令和６年

４月
パブリックコメント制度（パブコメ）による意見募集

５月 パブコメ意見募集結果の作成、計画への意見反映を検討

６月 令和６年度第１回審議会答申

６月～７月 経営戦略の策定


